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第
三
章　

名
古
屋
城
石
垣
普
請
に
お
け
る
扶
持
米
給
付

　

       　
　

―
扶
持
米
請
取
状
の
分
析
を
中
心
に
―

堀
内　

亮
介

は
じ
め
に

　

本
章
で
は
、
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
が
所
蔵
す
る
「
名
古
屋
城
石
垣
普
請
扶
持
米

請
取
状
」（
図
１
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
名
古

屋
城
普
請
に
動
員
さ
れ
た
助
役
大
名
へ
の
扶
持
米
給
付
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

は
じ
め
に
、
本
章
で
取
り
上
げ
る
「
扶
持
米
請
取
状
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
く
。
当
史
料
は
、
名
古
屋
城
普
請
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
の
慶
長
十
五
年
七
月

七
日
に
、
名
古
屋
城
普
請
に
参
加
し
た
大
名
の
う
ち
、
加
藤
清
正
の
家
臣
で
あ
る
松

下
清
蔵
・
水
谷
甚
右
衛
門
の
二
名
が
、
名
古
屋
城
普
請
の
担
当
役
人
で
あ
る
普
請
奉

行
を
宛
先
に
し
て
出
し
た
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
あ
と
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
当

史
料
は
、
加
藤
清
正
を
は
じ
め
と
す
る
名
古
屋
城
の
普
請
に
動
員
さ
れ
た
大
名
た
ち

が
、
家
康
が
派
遣
し
た
普
請
奉
行
に
よ
っ
て
扶
持
米
を
給
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
同
時
代
の
一
次
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
時
代
の
公
儀
普
請
と
い
え
ば
、
幕
府
の
命
令
で
動
員
さ
れ
た
大
名
た
ち
が
普

請
に
か
か
る
工
事
費
用
を
自
分
た
ち
で
負
担
し
て
、
財
力
を
奪
わ
れ
て
疲
弊
し
た
よ

う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
請
取
状
で
は
、
命
令

し
た
家
康
側
が
普
請
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
事
実
が
確
認
で
き

る
た
め
、
実
態
は
一
般
に
語
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

当
史
料
を
も
と
に
、
実
際
に
給
付
さ
れ
た
扶
持
米
の
高
や
扶
持
米
の
出
処
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
扶
持
米
が
給
付
さ
れ
て
い
た
の
か
を

検
証
し
て
い
き
た
い
。

一　

扶
持
米
請
取
状
の
内
容

　

ま
ず
は
、
扶
持
米
請
取
状
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
し
て
い
き
た
い
。【
史

料
一
】
と
し
て
引
用
し
た
の
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
、
慶
長
十
五
年
七
月
七
日
付
の

扶
持
米
請
取
状
で
あ
る
。

【
史
料
一
】「
名
古
屋
城
石
垣
普
請
扶
持
米
請
取
状（

１
）」

（
表
面
）

請
取
申
御
扶
持
方
之
事

米
合
七
百
六
拾
壱
石
五
斗
八
升
八
勺
五
才

右
者
尾
州
名
古
野
御
普
請
之
時
於
尾
張

請
取
申
所
如
件

　

慶
長
十
五
年　
　
　

加
藤
肥
後
守
内

　
　

七
月
七
日　
　
　
　
　

松
下
清
蔵
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷
甚
右
衛
門
（
花
押
）

　

村
田
権
右
衛
門
様

　

瀧
川
豊
前
守
様

　

佐
久
間
河
内
守
様

　

牧
助
右
衛
門
様
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（
裏
面
）

右
之
御
扶
持
方
無
相
違
可
有
御
渡
候

右
ハ
尾
州
名
古
屋
御
普
請
之
時
也

　
　

七
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
川
豊
前
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
助
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
権
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
河
内
守
（
花
押
）

　

原
田
右
衛
門
殿

　

寺
西
藤
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
（
括
弧
内
注
記
、
太
字
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
。）

　

こ
の
「
扶
持
米
請
取
状
」
は
、
現
状
で
は
文
章
が
右
か
ら
左
に
順
番
に
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
後
年
に
こ
の
古
文
書
を
掛
軸
に
す
る
た
め
、
和
紙

を
表
裏
二
枚
に
割
い
て
横
並
び
に
し
た
た
め
で
、
当
初
は
右
側
の
文
言
が
表
面
、
左

側
の
文
言
が
裏
面
に
書
か
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
本
来
は
料
紙
の
両
面
に
文
言
が

書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

表
面
の
内
容
に
つ
い
て
、先
ほ
ど
示
し
た【
史
料
一
】の
翻
刻
文
を
見
て
い
き
た
い
。

日
付
の
下
に
あ
る
差
出
人
を
見
る
と
、
こ
の
文
書
を
出
し
た
の
は
「
加
藤
肥
後
守
」、

つ
ま
り
加
藤
清
正
の
家
臣
で
あ
る
松
下
清
蔵（

２
）・
水
谷
甚
右
衛
門（

３
）の
二
人
だ
と
分
か
る
。

宛
先
で
あ
る
村
田
権
右
衛
門（

４
）・

瀧
川
豊
前
守（

５
）・

佐
久
間
河
内
守（

６
）・

牧
助
右
衛
門（

７
）の

四

名
は
家
康
近
臣
で
、
名
古
屋
城
普
請
の
た
め
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
普
請
奉
行

で
あ
る
。

　

冒
頭
部
分
に
は
「
請
け
取
り
申
す
扶
持
方
の
こ
と
」
と
あ
り
、
次
の
行
に
は
「
米

図１　名古屋城石垣普請扶持米請取状　名古屋城総合事務所蔵
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合
わ
せ
て
七
百
六
拾
一
石
五
斗
八
升
八
勺
五
才
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
清
正
が

受
け
取
っ
た
扶
持
米
量
は
、
七
六
一
石
五
斗
八
升
八
勺
五
才
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

続
い
て
「
右
は
尾
州
名
古
屋
普
請
の
と
き
尾
張
に
お
い
て
受
け
取
り
申
す
と
こ
ろ

件
の
如
し
」
と
あ
り
、
文
面
通
り
に
読
む
と
「
右
の
扶
持
米
は
名
古
屋
普
請
の
と
き

に
尾
張
国
で
受
け
取
っ
た
」
と
清
正
の
家
臣
が
普
請
奉
行
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
文
書
は
七
月
七
日
付
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
月
七
日
の
時
点
で

す
で
に
清
正
の
家
臣
は
扶
持
米
を
受
け
取
っ
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

裏
面
の
差
出
人
は
、
表
面
で
文
書
の
受
取
人
と
な
っ
て
い
た
村
田
権
右
衛
門
ら
四

名
の
普
請
奉
行
で
、宛
先
は
原
田
右
衛
門（

８
）と

寺
西
藤
左
衛
門（

９
）の

二
名
に
な
っ
て
い
る
。

後
述
す
る
が
、
原
田
と
寺
西
は
、
尾
張
国
の
米
蔵
に
納
め
ら
れ
た
米
、
つ
ま
り
蔵
米

を
管
理
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

裏
面
の
一
行
目
を
読
む
と
「
右
の
御
扶
持
方
、
相
違
な
く
お
渡
し
あ
る
べ
く
候
」

と
あ
る
た
め
、
表
面
に
書
か
れ
た
扶
持
米
七
六
一
石
余
り
を
、
間
違
い
な
く
渡
す
よ

う
に
と
、
普
請
奉
行
が
原
田
と
寺
西
に
対
し
て
命
令
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
要

す
る
に
、
普
請
奉
行
が
書
面
の
裏
側
に
署
名
、
つ
ま
り
裏
判
を
し
て
、
表
面
の
内
容

に
確
証
を
与
え
た
う
え
で
、
清
正
の
家
臣
に
扶
持
米
を
渡
し
な
さ
い
と
伝
達
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

表
面
に
は
、
清
正
の
家
臣
が
普
請
奉
行
か
ら
す
で
に
扶
持
米
を
与
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
形
式
的
な
文
章
で
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
実
際
に
は
原
田
と
寺
西
が
普
請
奉
行
の
裏
判
に
従
っ
て
蔵
米
か
ら
扶
持
米

を
用
意
し
て
、
普
請
奉
行
を
介
し
て
清
正
の
家
臣
に
扶
持
米
を
渡
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
手
順
で
扶
持
米
を
渡
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
制
約
が
多
く

不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
こ
の
史
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
扶
持
米
の
動
き
を
ま
と
め
て

み
た
い
。

　

ま
ず
は
、
清
正
の
家
臣
が
普
請
奉
行
に
対
し
て
扶
持
米
を
請
求
す
る
た
め
に
表
面

を
作
成
し
て
申
請
す
る
。
申
請
を
受
け
た
普
請
奉
行
は
、
裏
判
を
し
て
、
蔵
米
を
管

理
す
る
原
田
と
寺
西
に
対
し
て
扶
持
米
を
用
意
す
る
よ
う
命
令
す
る
。
原
田
と
寺
西

は
普
請
奉
行
の
命
令
に
従
っ
て
、
扶
持
米
七
六
一
石
余
り
を
蔵
米
か
ら
用
意
し
て
、

普
請
奉
行
を
介
し
て
清
正
の
家
臣
に
渡
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
【
史
料
一
】
は
、
扶
持
米
が
助
役
大
名
に
渡
さ
れ
て
い
た
事

実
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
扶
持
米
が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
渡
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
用
意

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
推
測
で
き
る
好
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

二　

も
う
一
つ
の
扶
持
米
請
取
状

　

こ
こ
ま
で
【
史
料
一
】
と
し
て
「
扶
持
米
請
取
状
」
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
名
古

屋
城
普
請
に
関
係
す
る
史
料
で
は
、
同
じ
形
式
の
文
書
が
も
う
一
通
確
認
さ
れ
て
い

る
。
次
に
引
用
す
る
【
史
料
二
】
が
そ
の
文
書
で
あ
る
（
図
２
）。

【
史
料
二
】「
名
古
屋
城
築
城
関
係
文
書（

（（
（

」

（
表
面
）

請
取
申
御
扶
持
方
之
事

一
五
百
貮
拾
三
石
壱
升
七
合
弐
勺

　

右
者
尾
州
那
古
屋
御
普
請
之
時

　

於
尾
張
請
取
申
所
如
件

　
　

慶
長
十
五
年　
　
　
　

鍋
島
信
濃
守
内

　
　
　

六
月
廿
四
日　
　
　
　

馬
渡
弥
七
左
衛
門
（
花
押
）
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葉
次
郎
右
衛
門
（
花
押
）

　
　

佐
久
間
河
内
守
様

　
　

瀧
川
豊
前
守
様

　
　

村
田
権
右
衛
門
様

　
　

牧
助
右
衛
門
様

（
裏
面
）

右
之
御
扶
持
方
無
相
違
相
渡
可
有
候
、
但
尾

州
名
古
屋
御
普
請
之
時
也

　
　

戌

　
　
　

六
月
廿
四
日　
　
　
　

村
田
権
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
河
内
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
助
右
衛
門　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
川
豊
前
守　

（
花
押
）

　
　

寺
西
藤
左
衛
門
殿

　
　

原
田
右
衛
門
殿

　

こ
の
史
料
の
場
合
、
鍋
島
勝
茂
の
家
臣
で
あ
る
馬
渡
弥
七
左
衛
門
と
葉
次
郎
右
衛

門
の
二
人
が
、
清
正
の
家
臣
と
同
じ
よ
う
に
扶
持
米
を
受
け
取
っ
て
い
る
様
子
が
分

か
る
。
表
面
と
裏
面
の
関
係
は
【
史
料
一
】
と
全
く
同
じ
で
、
文
書
の
構
成
や
内
容

も
扶
持
米
の
量
と
日
付
が
異
な
る
以
外
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
差
出
人
や
宛
名
も
、

加
藤
家
臣
と
鍋
島
家
臣
の
名
前
が
異
な
る
だ
け
で
、
普
請
奉
行
四
名
お
よ
び
原
田
と

寺
西
の
名
前
は
変
わ
ら
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
馬
渡
と
葉
に
関
し
て
は
、
第
二
章
で
紹
介
さ
れ
た
「
名
古
屋
御
城
石

垣
絵
図
」
の
中
に
も
鍋
島
家
臣
と

し
て
名
前
が
確
認
で
き
、
両
名
と

も
花
押
を
据
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
名
古
屋
築
城
時
に
現
地
派
遣

さ
れ
て
い
た
鍋
島
家
中
の
奉
行
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。

　

管
見
の
限
り
で
は
、
助
役
大
名

に
よ
る
扶
持
米
請
取
状
は
こ
の
二

通
だ
け
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の

の（
（（
（

、
加
藤
家
と
鍋
島
家
の
二
つ
の

大
名
家
で
同
内
容
の
文
書
が
作
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二

家
だ
け
で
な
く
、
名
古
屋
城
に
動

員
さ
れ
た
二
十
大
名
す
べ
て
で
同

様
の
文
書
が
出
さ
れ
て
い
た
可
能

性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

扶
持
米
の
高
と
請
取
状
の
日
付

（
一
）
給
付
さ
れ
た
扶
持
米
の
高

　

先
ほ
ど
も
触
れ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
【
史
料
一
】
と
【
史
料
二
】
を
見
比
べ
て
み

る
と
、
受
け
取
っ
た
扶
持
米
の
量
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に

図 2　「名古屋城築城関係文書」（『名古屋温故会絵葉書』第百輯より）
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よ
っ
て
、
扶
持
米
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
も
と
づ
い
て
給
付

さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

表
１
に
、
加
藤
清
正
が
受
け
取
っ
た
扶
持
米
の
量
と
、
鍋

島
勝
茂
が
受
け
取
っ
た
扶
持
米
の
量
を
比
較
で
き
る
よ
う
並

べ
て
み
た
。
扶
持
米
の
量
と
と
も
に
、
熊
本
大
学
所
蔵
の
松

井
家
文
書
「
名
古
屋
御
城
御
普
請
衆
御
役
高
ノ
覚（

（（
（

」
に
書
か

れ
て
い
る
加
藤
家
の
石
高
と
鍋
島
家
の
石
高
を
載
せ
た
。
見

比
べ
て
分
か
る
と
お
り
、
加
藤
家
と
鍋
島
家
で
は
、
扶
持
米

が
二
四
〇
石
、
石
高
は
十
六
万
石
ほ
ど
の
差
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
一
万
石
あ
た
り
の
扶
持
米
の
量
を

そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
一
四
・
六
四
八
八

ま
で
は
一
致
す
る
。
一
万
石
あ
た
り
の
扶
持
米
の
量
は
、
加

藤
と
鍋
島
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ま
り
、
加
藤
家
と
鍋
島
家
に
給
付
さ
れ
た
扶
持
米
に
額

面
上
の
差
が
生
じ
る
の
は
、
各
大
名
の
表
高
を
扶
持
米
の
算

出
基
準
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

別
の
見
方
を
し
て
み
る
と
、
こ
の
と
き
給
付
さ
れ
た
扶
持

米
は
、
大
名
の
石
高
に
も
と
づ
い
て
普
請
奉
行
が
机
上
で
算

出
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
普
請
現
場
で
掛
か
っ
た

人
夫
賃
が
助
役
大
名
に
そ
の
ま
ま
給
付
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
で
、
普
請
に
動
員
さ
れ
た
作
業
員
数
や
普
請
日
数
が

分
か
れ
ば
、
扶
持
米
の
計
算
式
が
予
想
で
き
、
名
古
屋
城
普

請
時
に
お
け
る
助
役
大
名
動
員
の
実
態
が
よ
り
具
体
的
に
検

表１　扶持米の比較表（加藤清正・鍋島勝茂）

扶持米の高 石換算 石高 1万石あたりの扶持米比率
加藤清正 761 石 5 斗 8 升 8 勺 5 才 761.58085 石 51 万 9880 石 761.58085 ÷ 51.9880 ＝ 14.644883793
鍋島勝茂 523 石 1 升 7 合 2 勺 523.01720 石 35 万 7037 石 523.01720 ÷ 35.7037=14.6488235112
（1）扶持米の高は【史料１】・【史料２】に記載された数値。
（2）石高は「名古屋御城御普請衆御役高之覚」（熊本大学蔵）記載のものを引用。

討
で
き
る
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
を
指
し
示
す
史
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
扶
持
米
高
の
算
出
方
法
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
点
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
二
）
扶
持
米
請
取
状
の
日
付

　

次
に
、
も
う
一
つ
の
違
い
で
あ
る
日
付
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。【
史
料
一
】

で
は
七
月
七
日
、【
史
料
二
】
で
は
そ
れ
よ
り
前
の
六
月
二
十
四
日
に
文
書
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
城
の
石
垣
普
請
が
完
了

し
た
の
は
、
慶
長
十
五
年
の
九
月
上
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
で
あ
る（

（（
（

。
両
文
書
の
日
付
に
従
う

な
ら
ば
、
加
藤
家
と
鍋
島
家
が
扶
持
米
を
受
け

取
っ
た
時
期
は
、
両
家
と
も
普
請
の
途
中
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
表
２
に
従
っ
て
名
古
屋
城
普
請
の

過
程
を
再
度
確
認
し
て
い
き
た
い
。「
当
代
記
」

に
よ
る
と
、
ま
ず
六
月
三
日
に
本
丸
石
垣
の
築

き
始
め
で
あ
る
根
石
置
き
の
作
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
続
け
て
六
月
十
二
日
に
は
早
く
も
本
丸

の
普
請
が
完
了
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。

　

わ
ず
か
十
日
程
度
で
石
垣
が
積
み
あ
が
る
も

の
な
の
か
疑
問
も
残
る
が
、
六
月
二
十
日
に
は

家
康
が
助
役
大
名
で
あ
る
加
藤
清
正
・
細
川
忠

利
に
本
丸
完
成
を
労
う
内
書
を
発
給
し
て
い
る

表２　慶長 15年（1610）名古屋城石垣普請の経緯	 	
日付 内容 出典
06 月 03 日 根石置き開始 「当代記」
06 月 12 日 本丸普請「完了」 「当代記」
06 月 20 日 家康が本丸普請完了を労う内書を出す 註（16）参照
06 月 24 日 鍋島勝茂家臣による扶持米請取状 【史料２】
07 月 07 日 加藤清正家臣による扶持米請取状 【史料１】
9月下旬 名古屋城の公儀普請が完了 「当代記」
9月晦日 家康が名古屋城普請完了を労う内書を出す 註（14）参照
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（
追
而
書
）

　

猶
々
七
月
朔
日
ゟ

　

出
申
候
間
、
其
以
前
ニ
無

　

御
油
断
津
屋
ま
て

　

御
届
可
有
候

（
本
文
）

急
度
申
入
候
、
仍

佐
和
山
御
普
請
衆
御

ふ
ち
ニ
出
申
候
間
、
刁
ノ

年
之
残
米
有
次
第

早
々
船
ち
ん
船
に
ん

津
屋
迄
可
有
御
届
候

七
月
朔
日
ゟ
出
申
候
間

其
以
前
ニ
参
着
候

様
ニ
御
油
断
有
間
敷
候

御
ふ
ち
出
申
候
時
ハ

御
普
請
奉
行

犬
塚
平
右
衛
門
殿
、
山
本

新
五
左
衛
門
殿
う
ら
判
ニ
而

可
有
御
渡
候
、
恐
々
謹
言

六
月
六
日　

　
　
　
　
　
　
　

板
倉
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
重
（
花
押
）

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め（

（（
（

、
少
な
く
と
も
六
月
二
十
日
前
後
に
は
工
事
が
一
段
落

し
た
可
能
性
は
あ
る
。

　

ま
た
、第
四
章
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
細
川
家
の
普
請
関
係
文
書
に
よ
る
と
、

六
月
十
七
日
に
は
「
天
端
な
ら
し
」
と
い
う
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る（

（（
（

。
天
端
と
い
う
の
は
石
垣
の
頂
上
部
分
の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
時

点
で
は
す
で
に
、
石
垣
の
一
部
は
上
部
ま
で
積
み
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
六
月
二
十
七
日
に
は
、
細
川
忠
利
が
家
康
か
ら
褒
美
を
賜
っ
た
と
書
状
に
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
六
月
中
に
本
丸
の
石
垣
普
請
が
一
段
落
し
た
の
は
ほ
ぼ
確
実

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
普
請
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
扶
持
米
が
出
さ
れ

た
六
月
二
十
四
日
や
七
月
七
日
は
、
少
な
く
と
も
本
丸
の
石
垣
普
請
が
完
了
し
た
段

階
に
な
る
た
め
、
扶
持
米
の
給
付
時
期
と
し
て
も
、
特
段
の
違
和
感
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

扶
持
米
の
出
処
に
つ
い
て

（
一
）
他
城
郭
に
お
け
る
扶
持
米
給
付

　

次
に
、
扶
持
米
の
出
処
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
章
で
紹
介
し
て
き
た
助
役
大
名

に
よ
る
「
扶
持
米
請
取
状
」
に
類
似
す
る
史
料
は
、
名
古
屋
城
関
係
の
二
通
の
ほ
か

に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
他
城
郭
の
普
請

に
関
連
す
る
文
書
の
中
か
ら
、
扶
持
米
給
付
の
状
況
を
確
認
す
る
。

　

次
に
引
用
す
る
【
史
料
三
】
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
四
年
後
に
実
施
さ
れ
た
、
慶

長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
彦
根
城
普
請（

（（
（

に
関
係
す
る
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
三
】「
板
倉
勝
重
等
連
署
文
書
写（
（（
（

」
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日
下
部
兵
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

成
瀬
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
斎
（
花
押
）

念
清
老

東
意
老

菅
沼
伊
賀
殿

　
　
　

人
々
御
中

　　

こ
の
史
料
は
、家
康
近
臣
で
あ
る
板
倉
勝
重
・
日
下
部
定
吉（
定
好
）・
成
瀬
一
斎（
正

一
）
の
三
名（

（（
（

が
、
念
清
老
は
じ
め
三
名
に
対
し
て
命
令
を
下
し
た
文
書
で
あ
る
。
念

清
老
と
は
、
三
河
国
で
徳
川
家
直
轄
領
の
目
代
を
務
め
、
年
貢
米
の
徴
収
な
ど
を
任

さ
れ
て
い
た
松
平
親
宅
の
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

　

本
文
二
行
目
を
見
る
と
「
佐
和
山
御
普
請
衆
御
ふ
ち
ニ
出
申
候
間
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
佐
和
山
城
は
石
田
三
成
の
居
城
と
し
て
有
名
だ
が
、
慶
長
九
年
に
実
施
さ
れ

た
「
佐
和
山
御
普
請
」
と
は
、
家
康
の
命
令
に
よ
っ
て
佐
和
山
城
の
近
隣
に
建
て
ら

れ
た
彦
根
城
普
請
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
史
料
前
半
の
内
容
を
要

約
す
る
と
、家
康
の
近
臣
が
念
清
老
た
ち
に
対
し
て
、彦
根
城
普
請
に
動
員
し
た
「
御

普
請
衆（

（（
（

」
に
扶
持
米
を
出
す
の
で
、
三
河
国
の
蔵
米
を
美
濃
国
に
あ
る
津
屋
と
い
う

川
港
ま
で
送
る
よ
う
に
命
令
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

史
料
後
半
の
傍
線
部
は
、
扶
持
米
の
出
処
を
検
討
す
る
際
に
重
要
に
な
る
部
分
で

「
御
ふ
ち
出
申
候
時
ハ
、
御
普
請
奉
行
犬
塚
平
右
衛
門
殿
、
山
本
新
五
左
衛
門
殿
う

ら
判
ニ
而
可
有
御
渡
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
扶
持
米
を
出
す
と
き
は
、
普
請
奉
行

で
あ
る
犬
塚
、
山
本
の
二
人
の
裏
判
に
従
っ
て
、
三
河
国
か
ら
蔵
米
を
出
し
て
渡
す

よ
う
に
命
令
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。

　

要
す
る
に
、
扶
持
米
を
給
付
す
る
と
き
に
は
、
普
請
奉
行
が
裏
判
を
書
い
て
証
文

の
形
に
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
名
古
屋
城
普
請
の
と
き
の
扶
持

米
請
取
状
で
も
、
表
面
に
書
か
れ
た
申
請
に
対
し
て
、
裏
面
に
普
請
奉
行
が
裏
判
を

記
し
て
、
原
田
と
寺
西
に
命
令
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
扶
持
米
が
用
意
さ
れ
て
い
た

が
、
彦
根
城
普
請
で
も
、
同
様
の
形
式
で
扶
持
米
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
普
請
奉
行
の
裏
判
に
よ
っ
て
扶
持
米
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る

史
料
と
し
て
、
次
に
引
用
す
る
【
史
料
四
】
が
あ
る
。

【
史
料
四
】「
讃
州
内
御
蔵
米
御
勘
定
状（

（（
（

」

　
　

讃
州
内
御
蔵
米
御
勘
定
状
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
正
十
八
年
、
文
禄
元
年
、

一　

壹
万
五
千
斛　
　
　
　

同
貮
年
、
合
三
ヵ
年
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
損
田
御
理
分
、

　
　
　
　
　
　
　

右
渡
方

一　

三
百
九
拾
石　
　
　
　

伏
見
に
て
御
普
請
、
生
駒
讃
岐
守
手
前
人
数
貮
千
六
百

人
宛
、
卅
日
上
、
日
々
壹
人
五
合
つ
ゝ
、
但
犬
塚
平
右

衛
門
尉
、
大
久
保
十
兵
衛
、
牧
助
右
衛
門
尉
印
判
在
之
、

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　

合
壹
万
五
千
石

右
、
生
駒
雅
楽
頭
御
代
官
之
時
、
三
ヶ
年
日
損
ニ
付
て
、
御
理
に
て
被
残
置
候
へ
共
、

御
手
前
ゟ
右
之
分
御
運
上
候
内
、
十
分
之
一
被
成
御
赦
免
、
相
残
分
皆
済
也
、
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慶
長
九
年
三
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　

片
桐
市
正
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
駒
讃
岐
守
殿

（
裏
書
略
）

　

こ
の
史
料
は
、
慶
長
九
年
に
発
給
さ
れ
た
豊
臣
氏
蔵
入
地
の
勘
定
状
で
、
片
桐
且

元
が
讃
岐
国
内
に
あ
る
蔵
入
地
代
官
で
あ
っ
た
生
駒
一
正
に
皆
済
を
証
明
し
た
も
の

で
あ
る（

（（
（

。

　

内
容
を
見
る
と
、
天
正
十
八
年
・
文
禄
元
年
・
文
禄
二
年
分
の
蔵
米
一
万
五
千
石

の
う
ち
、
三
百
九
拾
石
が
、
伏
見
城
普
請
の
扶
持
米
と
し
て
渡
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
れ
は
生
駒
一
正
が
派
遣
し
た
二
千
六
百
人
の
人
夫
に
対
し
て
、
一
人
に
つ
き

一
日
あ
た
り
五
合
ず
つ
、
三
十
日
分
の
扶
持
米
を
渡
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

傍
線
部
か
ら
、
扶
持
米
は
、
犬
塚
平
右
衛
門
・
大
久
保
十
兵
衛
（
長
安
）・
牧
助

右
衛
門
の
印
判
に
基
づ
い
て
供
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
普
請
奉
行

三
名
が
い
ず
れ
も
家
康
家
臣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
と
き
の
伏
見
城
普
請
は
、関
ヶ

原
の
戦
い
以
降
、
慶
長
九
年
三
月
二
十
八
日
以
前
に
実
施
さ
れ
た
普
請
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
六
月
の
伏
見
城
普
請
だ
と
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。

　

こ
の
と
き
扶
持
米
が
ど
の
よ
う
に
し
て
人
夫
に
渡
さ
れ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、

文
面
上
は
、
蔵
入
地
の
代
官
で
あ
る
生
駒
一
正
が
、
豊
臣
氏
蔵
入
地
を
統
括
す
る
片

桐
且
元
に
、
自
身
が
供
出
し
た
人
夫
に
給
付
さ
れ
る
扶
持
米
を
渡
し
て
い
る
よ
う
に

読
み
取
れ
る
た
め
、
扶
持
米
の
給
付
手
順
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
残
る
。

　

少
な
く
と
も
、
当
時
の
普
請
役
に
お
け
る
扶
持
米
は
「
公
儀
」
の
管
理
す
る
領
地

か
ら
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
扶
持
米
が
普
請
奉
行
の
裏
判
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彦
根
城
及
び
伏
見
城
普
請
の
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
二
）
原
田
右
衛
門
・
寺
西
藤
左
衛
門

　

先
に
触
れ
た
彦
根
城
普
請
で
は
、
三
河
の
目
代
で
あ
る
念
清
老
が
徳
川
家
直
轄
領

の
蔵
米
か
ら
扶
持
米
を
送
っ
て
い
た
。
で
は
、
名
古
屋
城
普
請
の
と
き
に
尾
張
国
の

蔵
米
か
ら
扶
持
米
を
渡
し
て
い
た
原
田
右
衛
門
と
寺
西
藤
左
衛
門
は
、
ど
の
よ
う
な

立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

原
田
と
寺
西
は
、
両
名
と
も
家
康
の
四
男
で
あ
る
松
平
忠
吉
に
仕
え
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
忠
吉
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
家
康
か
ら
尾
張
国
を
与
え
ら
れ
て
清
須
城

に
入
城
し
た
。
こ
の
と
き
、
原
田
と
寺
西
も
忠
吉
に
従
っ
て
尾
張
国
に
赴
き
、
忠
吉

の
家
臣
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
忠
吉
が
清
須
城
主
で
あ
っ
た
慶

長
五
年
（
一
六
〇
○
）
か
ら
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
の
間
に
は
、
原
田
・
寺
西

ら
が
連
名
で
尾
張
領
内
の
寺
領
安
堵
状
等
を
発
給
し
て
お
り（

（（
（

、
忠
吉
配
下
の
奉
行
と

し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

忠
吉
は
慶
長
十
二
年
に
二
十
八
歳
で
早
世
す
る
が
、
忠
吉
の
死
後
、
家
康
は
甲
斐

国
に
所
領
を
与
え
て
い
た
九
男
義
直
に
、
忠
吉
の
遺
領
で
あ
る
尾
張
国
を
継
承
さ
せ

た
。
尾
張
国
で
の
実
務
担
当
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
原
田
と
寺
西
も
、
尾
張
領
主

と
な
っ
た
義
直
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
引
き
続
き
奉
行
と
し
て
活
動
し
た
。

　

義
直
は
、
尾
張
国
を
継
承
し
た
時
点
で
は
ま
だ
幼
齢
で
、
実
際
の
政
治
は
義
直
の

家
老
で
あ
っ
た
平
岩
親
吉
が
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
原
田
や
寺
西
は
駿

府
に
い
る
家
康
か
ら
直
接
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認
で
き
る（

（（
（

。
こ

れ
ら
の
史
料
を
見
る
限
り
、
名
古
屋
城
普
請
が
開
始
さ
れ
た
慶
長
十
五
年
の
時
点
で

は
、
尾
張
国
は
実
質
的
に
家
康
の
支
配
下
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
名
古
屋
城
普
請
の
際
に
給
付
さ
れ
た
扶
持
米
は
、
家
康
が
直
接
命
令
を

下
せ
る
尾
張
国
で
管
理
し
て
い
る
蔵
米
か
ら
出
て
い
た
の
で
あ
り
、
家
康
に
よ
っ
て

派
遣
さ
れ
た
普
請
奉
行
の
命
令
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
自
由
に
差
配
で
き
た
と
考
え
ら



75　　　

に
支
配
し
て
い
た
尾
張
国
か
ら
給
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
家
康
の
命
令
を
受
け

て
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
普
請
奉
行
が
、
尾
張
国
の
蔵
米
を
自
由
に
扱
え
た
た
め
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

名
古
屋
城
普
請
と
家
康
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
別
の
視
点
か
ら
み
て
み
る
と
、
助

役
大
名
の
一
人
で
あ
る
山
内
家
に
普
請
の
動
員
を
か
け
る
と
き
は
、
家
康
近
臣
で
あ

る
駿
府
奉
行
衆
の
本
多
正
純
・
成
瀬
正
成
・
安
藤
直
次
が
連
名
で
命
令
を
出
し
て
お

り（
（（
（

、
将
軍
秀
忠
付
の
近
臣
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

　

ま
た
、
名
古
屋
に
派
遣
さ
れ
た
普
請
奉
行
衆
で
あ
る
瀧
川
・
牧
・
佐
久
間
・
村
田

の
四
名
は
、
慶
長
十
五
年
段
階
で
は
家
康
の
直
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ

り
、
家
康
の
命
令
を
受
け
て
、
名
古
屋
城
普
請
を
統
括
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
を
考
え
る
と
、
名
古
屋
城
は
将
軍
秀
忠
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
家
康
が
直
接

的
に
命
令
し
て
築
城
さ
れ
た
城
郭
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
名
古
屋

城
普
請
の
前
年
に
あ
た
る
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
実
施
さ
れ
た
丹
波
篠
山
城

普
請
で
は
、
秀
忠
付
年
寄
衆
か
ら
普
請
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。
丹
波
篠
山
城
と
名
古
屋
城
に
お
け
る
命
令
系
統
の
違
い
か
ら
、
同
時
期
に
築

城
さ
れ
た
公
儀
普
請
の
城
郭
の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
築
城
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
名
古
屋
城
普
請
を
含
め
た
慶
長
期
の
公
儀
普
請
に
関
し
て
は
、
徳
川

家
に
よ
る
大
名
統
制
政
策
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
が
多
く
進
め
ら
れ
て
き
た
が（

（（
（

、
そ

の
反
面
、
各
城
郭
の
普
請
現
場
に
お
け
る
、
家
康
・
秀
忠
の
二
元
政
治
を
背
景
と
し

た
命
令
系
統
の
違
い
や
、
普
請
奉
行
を
介
し
た
助
役
大
名
の
動
員
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
る
。

　

本
章
で
検
討
し
た
助
役
大
名
に
対
す
る
扶
持
米
の
給
付
は
、
公
儀
普
請
の
現
場
に

お
け
る
幕
府
と
大
名
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
や
り
と
り
の
一
端
を
推
測
で
き
る
た
め
、

れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
章
の
要
点
を
三
つ
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
本
章
で
は
、
名
古
屋
城
普
請
の
際
に
助
役
大
名
に
対
し
て

扶
持
米
が
一
定
量
給
付
さ
れ
て
い
た
事
実
を
紹
介
し
た
。
扶
持
米
給
付
を
直
接
的
に

示
す
史
料
と
し
て
は
、
名
古
屋
城
普
請
に
関
係
す
る
扶
持
米
請
取
状
二
通
し
か
確
認

で
き
て
い
な
い
が
、
慶
長
九
年
に
実
施
さ
れ
た
彦
根
城
普
請
で
も
、
普
請
奉
行
に
よ

る
裏
判
に
よ
っ
て
扶
持
米
給
付
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
関
ヶ
原
の
戦
い
以
降

慶
長
年
間
に
実
施
さ
れ
た
公
儀
普
請
で
は
、
扶
持
米
の
給
付
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る（

（（
（

。
同
時
期
に
築
城
さ
れ
た
駿
府
城
や
江
戸
城
を
は
じ
め
と
す
る
公
儀
普

請
の
城
郭
に
お
い
て
も
、
助
役
大
名
に
対
す
る
扶
持
米
給
付
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

次
に
二
点
目
と
し
て
、
給
付
さ
れ
た
扶
持
米
は
、
助
役
大
名
が
治
め
て
い
た
領
地

の
石
高
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
普
請
奉
行
に
よ
っ
て
給
付

さ
れ
た
扶
持
米
は
、
実
際
に
動
員
し
た
人
夫
の
給
料
と
し
て
支
払
っ
た
扶
持
米
の
総

量
で
は
な
く
、
普
請
奉
行
が
事
前
に
机
上
で
計
算
し
た
も
の
で
、
動
員
を
命
じ
ら
れ

た
助
役
大
名
全
員
に
対
し
、
石
高
に
応
じ
て
均
等
に
給
付
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

給
付
さ
れ
た
扶
持
米
は
、
助
役
大
名
の
石
高
以
外
に
も
算
出
基
準
が
決
め
ら
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
今
回
は
こ
れ
以
上
検
討
を
進
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
扶
持
米
給
付
の
手
順
や
、
扶
持
米
の
高
を
決
定
し
た
計

算
式
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

最
後
に
三
点
目
と
し
て
、
名
古
屋
城
普
請
の
と
き
の
扶
持
米
は
、
家
康
が
実
質
的
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公
儀
普
請
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
回
取
り

上
げ
た
彦
根
城
・
伏
見
城
・
名
古
屋
城
の
扶
持
米
給
付
は
、
普
請
奉
行
の
裏
判
を
証

文
と
し
て
い
た
点
は
共
通
す
る
が
、
助
役
大
名
に
対
し
て
扶
持
米
が
給
付
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
な
名
古
屋
城
普
請
と
比
べ
て
、
彦
根
城
及
び
伏
見
城
普
請
は
、
給
付
対

象
や
給
付
過
程
が
不
明
瞭
な
部
分
も
多
い
。
今
後
は
、
名
古
屋
城
普
請
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
豊
臣
時
代
を
含
め
た
公
儀
普
請
に
お
け
る
扶
持
米
給
付
の
実
例
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註（
１
）
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
蔵
。
軸
装
に
な
っ
て
お
り
、
付
属
す
る
軸
箱
の
蓋
部
分
内
側
に
は
、

松
村
繁
と
い
う
人
物
が
安
政
六
年
五
月
に
記
し
た
当
史
料
の
概
要
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、

『
熊
本
県
史
料　

中
世
編
五
』（
熊
本
県
、
一
九
六
六
年
）
に
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所

蔵
文
書
「
加
藤
清
正
家
臣
扶
持
米
請
取
状
」
と
し
て
全
文
同
内
容
の
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

（
２
）
生
没
年
不
詳
。
熊
本
藩
士
の
閲
歴
書
で
あ
る
「
先
祖
附
」（
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
附

属
図
書
館
寄
託
）
に
よ
る
と
、
加
藤
清
正
家
臣
と
し
て
文
禄
・
慶
長
の
役
な
ど
に
従
軍
し
、

知
行
千
三
百
石
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
３
）
生
没
年
不
詳
。
前
掲
註
（
２
）「
先
祖
附
」
に
よ
る
と
、
加
藤
清
正
家
臣
と
し
て
知
行
千

石
を
与
え
ら
れ
、
鉄
砲
三
十
挺
を
預
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
清
正
行
状　

正
」（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
三
輯
上
）
に
あ
る
「
高
麗
国
出
陣
武
者
分
備
定
」
に
も
鉄

砲
三
十
人
の
組
頭
と
し
て
名
前
が
確
認
で
き
る
。

（
４
）
生
没
年
不
詳
。
名
古
屋
城
普
請
の
ほ
か
駿
府
城
普
請
で
も
、
瀧
川
・
佐
久
間
・
牧
ら
と
共

に
普
請
奉
行
を
務
め
た
。

　
　
　

慶
長
期
の
普
請
奉
行
に
つ
い
て
は
、白
根
孝
胤
「
慶
長
期
公
儀
普
請
奉
行
の
機
能
と
特
質
」

（『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
第
二
十
六
号
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
５
）
一
五
五
九
～
一
六
三
五
。
忠
征
。
も
と
瀧
川
一
益
家
臣
。
天
正
十
二
年
秀
吉
に
仕
え
、
御

使
番
及
び
普
請
奉
行
を
務
め
た
。
の
ち
家
康
に
仕
え
、
御
使
番
及
び
駿
府
城
普
請
・
名
古

屋
城
普
請
で
普
請
奉
行
を
務
め
た
。
元
和
二
年
以
降
、
徳
川
義
直
家
臣
と
な
っ
た
。
子
孫

は
尾
張
藩
士
。

（
６
）
一
五
六
一
～
一
六
一
六
。
政
実
。
も
と
秀
吉
家
臣
。
豊
臣
政
権
下
で
普
請
奉
行
・
伏
見
町

奉
行
を
務
め
た
。
の
ち
家
康
に
仕
え
、
御
使
番
及
び
駿
府
城
普
請
・
名
古
屋
城
普
請
で
普

請
奉
行
を
務
め
た
。

（
７
）
一
五
六
二
～
一
六
三
五
。
長
勝
。
家
康
家
臣
。
一
時
瀧
川
一
益
に
仕
え
る
も
、
天
正
十
八

年
帰
参
。
御
使
番
及
び
駿
府
城
普
請
・
名
古
屋
城
普
請
で
普
請
奉
行
を
務
め
た
。
慶
長

十
四
年
十
一
月
、
家
康
の
命
を
受
け
て
名
古
屋
に
赴
き
、
名
古
屋
城
の
縄
張
を
行
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

（
８
）
？
～
一
六
二
九
。
も
と
松
平
忠
吉
家
臣
。
忠
吉
が
清
須
城
主
と
な
っ
た
慶
長
五
年
以
降
、

忠
吉
配
下
の
奉
行
と
し
て
寺
西
藤
左
衛
門
ら
と
尾
張
支
配
の
実
務
を
担
っ
た
。
慶
長
十
二

年
の
忠
吉
早
世
後
、
新
た
に
尾
張
領
主
と
な
っ
た
徳
川
義
直
に
仕
え
、
忠
吉
時
代
と
同
様

に
奉
行
を
務
め
た
。
寛
永
六
年
、
罪
科
を
蒙
り
切
腹
。

（
９
）
生
没
年
不
詳
。
原
田
と
同
様
に
忠
吉
・
義
直
に
仕
え
、
尾
張
の
奉
行
と
し
て
活
動
し
た
。

（
10
）
現
在
、
原
史
料
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
文
献
に
て
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
確
認

で
き
る
。

　
　
　

『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
一
』（
一
九
一
五
年
）
八
四
頁
。
牧
光
葆
氏
所
蔵
文
書
と
し
て

掲
載
。

　
　
　

『
名
古
屋
温
故
会　

絵
葉
書
』
第
百
輯
。
山
田
幸
太
郎
氏
所
蔵
文
書
と
し
て
掲
載
。

（
11
）
及
川
亘
「
靖
國
神
社
遊
就
館
所
蔵
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
八
十
七
号
、二
〇
一
九
年
）、同
「
現

場
監
督
す
る
大
名
―
多
久
家
文
書
に
み
る
公
儀
普
請
―
」（『
近
世
前
期
の
公
儀
軍
役
負
担

と
大
名
家
―
佐
賀
藩
多
久
家
文
書
を
読
み
直
す
―
』
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
九
年
）

（
12
）
名
古
屋
城
普
請
の
関
係
史
料
で
、
助
役
大
名
以
外
に
扶
持
米
を
渡
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
と
し
て
は
、
普
請
翌
年
に
当
た
る
慶
長
十
六
年
「
穴
太
駿
河
扶
持
米
請
取
状
」
が

あ
る
。
穴
太
駿
河
は
石
垣
積
み
の
技
術
者
集
団
で
あ
る
穴
太
衆
の
代
表
者
で
、
当
史
料
の

記
述
か
ら
、
名
古
屋
城
の
小
天
守
石
垣
普
請
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
参
考

と
し
て
翻
刻
文
を
掲
げ
て
お
く
。
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（
表
面
）

尾
州
名
古
屋
御
小
天
主
石
垣
普
請

穴
太
駿
河
御
扶
持
方
之
事

三
拾
三
人　

但
日
数
三
拾
三
日
分　

一
日
ニ
付
五
升

　
　

合
壱
石
六
斗
五
升
也

　

慶
長
拾
六
年　
　
　
　
　
　
　
　

穴
太
駿
河
（
花
押
）

　
　

亥
ノ
七
月
廿
三
日

　

佐
久
間
河
内
守
様

　

瀧
川
豊
前
守
様

（
裏
面
）

右
穴
太
御
扶
持
方
無
相
違
可
御
渡
候

以
上

　

慶
長
十
七
年

　
　

七
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
川
豊
前
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
河
内
守
（
花
押
）

　
　

原
田
右
衛
門
殿

　
　

寺
西
藤
左
衛
門
殿

　
　

藤
田
民
部
殿

　
　

形
式
は
助
役
大
名
に
よ
る
扶
持
米
請
取
状
と
同
様
で
、
普
請
奉
行
の
裏
判
に
よ
る
扶
持
米

給
付
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
裏
面
の
日
付
は
一
年
後
の
慶
長
十
七
年

で
あ
り
、
助
役
大
名
の
場
合
と
は
違
い
、
即
座
に
扶
持
米
が
給
付
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。

　
　

な
お
、
原
史
料
は
【
史
料
二
】
と
同
様
に
所
在
不
明
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
文
献
に
て

モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　

『
名
古
屋
城
叢
書
２　

特
別
史
蹟　

名
古
屋
城
年
誌
』（
名
古
屋
城
振
興
協
会
、
一
九
八
一

年
）。

　
　
　

『
名
古
屋
温
故
会　

絵
葉
書
』
第
百
八
十
九
輯
。

（
13
）
熊
本
大
学
所
蔵
松
井
家
文
書
・
文
書
番
号
五
五
七
〇
。
史
料
内
容
は
、「
西
の
丸
御
蔵
城
宝

館
開
館
記
念
特
別
展　

名
古
屋
城
誕
生
！
」（
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
発
行
、
二
〇
二
一
年
）

に
掲
載
。

（
14
）「
当
代
記
」
慶
長
十
五
年
九
月
九
日
条
。
ま
た
九
月
晦
日
に
は
、
家
康
に
よ
っ
て
名
古
屋
普

請
の
出
来
を
祝
う
感
状
が
池
田
輝
政
・
黒
田
長
政
・
生
駒
正
俊
・
稲
葉
典
通
に
発
給
さ
れ

て
い
た
（
中
村
孝
也
『
新
訂
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
〈
新
装
版
〉』
下
巻
之
一
）。
大
名
毎

で
は
、
以
下
に
挙
げ
る
事
例
か
ら
、
助
役
大
名
の
帰
国
が
八
月
下
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か

け
て
進
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

・
加
藤
清
正
（「
金
城
温
古
録
」
六
十
三
巻
『
名
古
屋
叢
書
続
編
十
六　

金
城
温
古
録
（
四
）』

三
七
九
頁
）

　
　

・
毛
利
秀
就
（「
毛
利
三
代
実
録
考
証
」『
山
口
県
史　

資
料
編
』
近
世
一
・
下
、
四
四
六

～
四
四
八
頁
）

　
　

・
山
内
忠
義
（『
山
内
家
史
料　

第
二
代
忠
義
公
紀
』
第
一
編
、
一
一
八
頁
）

（
15
）「
当
代
記
」
慶
長
十
五
年
六
月
三
日
条
及
び
同
月
十
二
日
条
。

（
16
）「
加
藤
神
社
文
書
」・「
細
川
家
記
」（
中
村
孝
也
『
新
訂
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
〈
新
装
版
〉』

下
巻
之
一
所
収
）。
な
お
同
書
に
は
、
従
来
説
で
は
助
役
大
名
に
含
ま
れ
な
い
飫
肥
城
主
伊

東
祐
俊
宛
の
黒
印
状
も
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
　

ま
た
、
細
川
忠
利
宛
の
黒
印
状
は
「
綿
考
輯
録
」
巻
二
十
八
（『
綿
考
輯
録　

第
二
巻
』）

か
ら
も
確
認
で
き
る
。

（
17
）（
慶
長
十
五
年
）
六
月
十
七
日
付
「
細
川
忠
利
書
状
」（
八
代
市
立
博
物
館
寄
託
松
井
文

庫
所
蔵
松
井
家
文
書
、
八
代
市
立
博
物
館
編
『
松
井
文
庫
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書
六
』

一
四
三
頁
）

（
18
）（
慶
長
十
五
年
）
六
月
廿
七
日
付
「
細
川
忠
利
書
状
」（
八
代
市
立
博
物
館
寄
託
松
井
文

庫
所
蔵
松
井
家
文
書
、
八
代
市
立
博
物
館
編
『
松
井
文
庫
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書
六
』

一
一
一
頁
）

（
19
）
彦
根
城
普
請
に
つ
い
て
は
、
白
峰
旬
『
日
本
近
世
城
郭
史
の
研
究
』
第
二
章
「
慶
長
期
の

公
役
普
請
に
よ
る
築
城
（
修
築
）」（
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。
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（
20
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
参
遠
古
文
書
覚
書
」（『
新
編
岡
崎
市
史
』
第
六
巻
、
一
一
〇
四
頁
）

（
21
）
慶
長
九
年
当
時
、
板
倉
は
京
都
所
司
代
、
日
下
部
・
成
瀬
は
伏
見
城
留
守
居
役
と
し
て
活

動
し
て
い
た
（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」）。

（
22
）
松
平
親
宅
に
つ
い
て
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
来
歴
が
分
か
る
ほ
か
、『
新
編
岡
崎
市
史
』

第
二
巻
・
中
世　

第
四
章
（
一
九
八
九
年
）
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

三
河
国
に
お
け
る
幕
府
領
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
曽
根
勇
二
「
慶
長
期
の
幕
領
支
配
に

つ
い
て
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
十
五
号
、一
九
八
九
年
）、山
本
英
二
「
幕

藩
初
期
三
河
国
支
配
の
地
域
的
特
質
」（
藤
野
保
編　

論
集
幕
藩
体
制
史
第
一
期
〈
支
配
体

制
と
外
交
・
貿
易
〉
第
四
巻
『
天
領
と
支
配
形
態
』
所
収
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）

に
詳
し
い
。

（
23
）
前
掲
註
（
19
）
白
峰
論
文
で
は
、
彦
根
城
普
請
は
助
役
大
名
が
直
接
現
地
に
派
遣
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
大
名
に
千
石
夫
等
の
供
出
を
命
じ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
拠

る
な
ら
、
こ
の
と
き
の
扶
持
米
は
普
請
奉
行
か
ら
助
役
大
名
を
介
さ
ず
に
渡
さ
れ
た
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
24
）
前
掲
註
（
22
）
曽
根
論
文
及
び
前
掲
註
（
４
）
白
根
論
文
。
な
お
両
氏
は
、本
章
で
引
用
し
た	

【
史
料
三
】【
史
料
四
】
を
引
用
し
て
、
普
請
奉
行
が
扶
持
米
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
25
）「
生
駒
宝
簡
集
」（『
新
編
香
川
叢
書
』
史
料
編
二
）。

（
26
）
曽
根
勇
二
「
片
桐
且
元
と
大
久
保
長
安
系
の
代
官
に
つ
い
て
―
「
初
期
徳
川
政
権
」
の
実

態
把
握
の
試
み
と
し
て
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
五
〇
七
号
、
一
九
九
〇
年
）。

（
27
）「
当
代
記
」
慶
長
七
年
六
月
朔
日
条
。
前
掲
註
（
19
）
白
峰
論
文
。

（
28
）『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第
二
巻
第
八
章
（
一
九
九
八
年
）。

（
29
）
原
田
・
寺
西
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
特
別
展
図
録
『
尾
張
清
須
城

主
松
平
忠
吉
―
関
ヶ
原
を
駆
け
抜
け
た
武
将
―
』（
一
九
九
三
年
）
で
一
覧
表
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

（
30
）（
慶
長
十
三
年
）
十
二
月
二
十
二
日
付
「
稲
富
一
夢
書
状
」（『
大
日
本
古
文
書　

浅
野
家
文

書
』）
で
は
、
原
田
・
寺
西
を
は
じ
め
と
す
る
義
直
付
の
家
臣
が
駿
府
に
呼
び
出
さ
れ
、
家

康
か
ら
「
清
須
御
知
行
わ
り
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
慶
長
十
六
年
正
月
に
は
、
家
康
直
筆
の
「
尾
州
年
貢
皆
済
状
」（
名
古
屋
市
博
物

館
所
蔵
）
が
寺
西
宛
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）
善
積
美
恵
子
「
手
伝
普
請
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

十
四
、一
九
六
七
年
）
に
よ
る
と
、
普
請
役
は
平
時
に
お
け
る
軍
役
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
が

普
請
役
を
か
け
る
と
き
は
、
軍
役
を
か
け
る
と
き
と
同
様
に
助
役
の
者
へ
扶
持
米
を
支
給

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
徳
川
政
権
が
豊
臣
政
権
を
継
承
し
た
慶
長
期
に
お
い
て
は
、

彦
根
城
及
び
伏
見
城
普
請
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
扶
持
米
給
付
の
形
態
が
豊
臣
政
権
か
ら
継

承
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
32
）『
山
内
家
史
料　

第
二
代
忠
義
公
紀
』
第
一
篇
、
一
一
〇
頁
。

（
33
）
穴
井
綾
香
「
慶
長
十
四
年
丹
波
篠
山
城
普
請
の
意
義
」（『
日
本
歴
史
』
六
七
二
号
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
34
）
高
木
昭
作
「
江
戸
幕
府
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
近
世
一
、一
九
七
五
年
）、
堀

崎
嘉
明
「
幕
藩
制
成
立
期
に
お
け
る
城
普
請
に
つ
い
て
」（
尾
藤
正
英
先
生
還
暦
記
念
会
編

『
日
本
近
世
史
論
叢　

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。


